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四季を楽しめる静かな公園に佇むような東屋をデザインした。
新型コロナウイルスの感染拡大により不必要な外出を控えるようになった現在では
四季の移ろいを楽しむような機会が減少した。
また子供達も外で遊ぶ機会が少なくなり屋内で生活する習慣がつきつつある。
そこで屋外で人々が景観を楽しめるような空間をこの東屋で表現した。
この東屋は木造構造であり、全体を柱で覆うことで開放的かつ通気性の良い空間である。景観を下から視野全体で楽し
んでもらうため少し地面から掘り下げて設置していることも大きな特徴である。

いつもの散歩道にふらっと寄れる、素朴で木の温かみを感じられるような自然に馴染む東屋を目指した。

[右図:東屋の中から見た景色]
東屋の中に入ると柱の隙間から
自然にあふれた四季の様子が見
られる。
子供も遊べるよう中に噴水を設
置し、夏は避暑地にもなるように
した。

木材は軽い素材であるため遮音性は優れていない。
しかし、コンクリートや大理石のように音を反射させるのでは
なく低音・中音・高音をバランスよく吸収する効果があり、
木材は多孔質であるため、周囲の音をまろやかにする。
また、木材には自然が生み出す人間には聞こえない超高温
の「超高周波」を適度に通す性質があるためリラックス効果に
も期待できる

[ユニバーサルデザインのスロープ]
子連れの親子もゆっくりと過ごせるよ
うにスロープを設置。
ベビーカーを押してきてもいいように
出入り口は余裕を持ってデザインし
ている。

[治安を守る外灯]
こういった公園では人気がないときに事件の発
生場所になりやすい。
予防策として周囲には木々を生やし、外灯をスロ
ープの近くと東屋内に設置した。
また、東屋自体が地上より少し掘り下がっている
ことにより外にいる人からは視界が悪く、中にい
る人からは視界が良くなるように位置関係に注
意した。

乾燥した木材は自然に湿気を吸収・放出を繰り
返し湿度を調節する。
周囲が乾燥している状態では木に含まれている
水分を吐き出し、湿気の多い状態では
余分な湿気を吸収する。
この特性より中に噴水を設置しても東屋がじめ
じめすることは少ない。
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竿燈祭りの入り口となる二丁目橋は秋田市内で特に交通量が多い場所である。付近には歩道橋や横断歩道、

地下通路があり、場所によっては歩行者どうしがすれ違えないほど歩道が狭くなっている。そこで新たに
木造の歩道橋を設計した。LVLやCLTなどの工法により大スパンをとることができ、竿燈の際には少し高い

目線で眺めることができる。従来の鉄骨ではなく木造とすることで街に暖かみをもたせ、秋田を訪れる人や
住人がより木を身近に感じられるようになる。

設計主旨

20



21



22



23



24



25



26


